
独自のモノフルオロメチル化試薬を用いたモノフルオロメチル化反応の例

技術概要
　生理活性物質の活性向上に向けて、化合物に
モノフルオロメチル基を導入することが現在の
医薬、農薬の探索研究において多く行われてい
る。我々は独自のモノフルオロメチル化試薬を
開発することで、様々なモノフルオロメチル基
を持つ化合物の合成を可能にした。

背景・従来技術
　モノフルオロメチル基は、いくつかの生理活
性物質に含まれているにもかかわらず、その有
用な導入試薬が世の中にないことから、その研
究は殆どされてこなかった。特に不斉合成の観
点からモノフルオロメチル基を直接的に化合物
へ導入する研究は非常に限定的であった。

特徴
　我々の研究室では直接的にモノフルオロメチ
ル基を導入する手法の開発として求核的モノフ
ルオロメチル化試薬、求電子的モノフルオロメ
チル化試薬をそれぞれ開発した。これらの試薬
を用いれば、化合物の様々な部位へのモノフル
オロメチル基の導入が可能である。

実用化イメージ
　モノフルオロメチル化試薬は求核的なものと
求電子的なものに大別される。それぞれ化合物
に対して導入できる部分が異なるので、それぞ
れの試薬を必要に応じて使い分けることで、効
率的にモノフルオロメチル基を導入できる。ま
た適切な不斉配位子や触媒を用いることで、不
斉合成へと展開できる。

試作品状況

提示
可
提供
可無

独
自
試
薬
を
用
い
た

　
　
　
　

　
　CH

2F

基
の
導
入

・NMR
・HPLC
・LCMS
・GC
・IR

・医農薬中間体の合成法の開発
・合成プロセスの開発
・新規医薬品候補化合物の合成
・機能性材料の開発
・環境にやさしい合成法の開発
・不斉合成法の開発

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　柴田研究室では有機フッ素化合物の合成の研究を行っています。医農薬品や機能性材料 (フタロシア
ニン )、サリドマイドなど幅広く研究をしています。フッ素のことやフッ素化合物に関することは何で
もご相談ください。
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